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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・5/23(火)～5/25(木)に中級試験があるので対象者は受験すること。

・第1回法人研修の出欠について、修正があり再掲示されている。各自確認をすること。

・H29年度For春夏号の表紙・裏表紙について、5/16（火）～5/21（日）まで募集する為、写真がある方は青陽館の馬場宛てに送付すること。

・本日より勤務変更がある為、各自確認すること。また、当日の送迎担当者も勤務表に記載している為、確認し忘れることなく業務を行なうこと。

[各種提出期限]
・プログラムテキストの締め切りが5/26(金)8:00までである為、期間厳守で提出すること。

[看護学生実習予定]
・本日、八戸短期大学の看護学生1グループ目(5名)の看護実習実施。

＜利用者様情報＞

デイケア
・赤松　翔太　様～定時に来所せず、自宅に電話連絡を実施している。母様が出て、本人は眠っているとのこと。起きたら連絡が欲しいことを伝え、電話を終了している。

・松倉　健一　様～定時に来所せず連絡もない為、11時過ぎに自宅に電話連絡を実施。母様が電話をとり、大分前に家を出たと話している。スタッフが捜索を開始し、自宅から青陽館までの通所ルートを辿り、本人を捜索するが見つからない状況。12：45頃、再度自宅に電話をすると、母様より頭痛のため本人が帰ってきたとの報告がある。以前から、本人に欠席や遅刻をする際は連絡を欲しいことを伝えているが、行動に変化はみられない。来週、姉様と青陽館スタッフが面談予定であるため、現状を伝え、病状安定の為にご家族様に出来ることを提案していく。

・福井　彩　様　～本人より、八戸赤十字病院精神科の主治医が変わったとの報告がある。最初新しく変わるということで緊張していたが、話してみると自然と話すことができ、何も問題がなかったとのこと。心理検査の結果については、主治医へ相談したところ、心理士から所見を書いてもらい、その所見を貰うことにしたと話している。初対面の人へ緊張なく話が出来ていることを評価し、不調や何か相談したいことがある際にはしっかりと話すよう促している。また、資格を取得しようとしている医師事務アシスタントの勉強の為のテキストが届いたとのことで、テキストの内容をスタッフと確認している。「難しそうだけど頑張ってみる」と話す為、無理なく勉強を続け、資格取得を目指してみるよう伝えている。

・中村　茂　様　～1ヶ月ぶりに来所しており、体調や生活状況について質問している。体調については、血圧の高値が変わらずあるとのことで、内科受診をした結果、太りすぎである為痩せるように言われたとのこと。体重は76kgで減少傾向にあり、BMIも標準となっている為、評価し今後も継続するよう伝えている。生活については、他者に合わせて行動できないことや歯磨きが週4回しかできていないと話している。今後目標の面談を行い、目標設定を行なっていく。

・高柳　和子　様～本日当院受診時に、弟様の状況を確認している。弟様は市民病院へ入院しているが、診断名については詳細はわからないとのこと。2週間程で退院予定とのことで、来週からはデイケアに来れると話している。

デイナイトケア
・倉橋　生子　様～昨日デイナイトケアを歯科受診で欠席しているが、入浴のために来所している。不調を訴えることや静養室にいることが目立っており、青風荘帰荘後も同様に不調を訴えていたとの情報提供がある。本日来所後は足の重さを訴えることがあるが、口調荒く訴えることはない。

・小向　武雄　様～昨夜センナリドを服用したとの情報提供があり、本日来所後排便状況を確認すると「たくさん出た」と報告している。

・津嶋　イチ子様～青風荘より下腹部に糜爛があるとの情報提供があり、今後状態確認を行っていくこととしている。

・鈴木　真知子様～表情良く来所しており、独語は聞かれていない。特定男性スタッフに対し「怖い」と話すことがあるが、それ以上の行動として現れることはない。

・千葉　輝夫　様～昨日入浴時、理由は不明だが、呼び出しボタンを複数回押すことや、バスマットで身体を拭く様子が見られている。本日は普段通りに来所できているが、コグニサイズに参加した際、今まで出来ていた数字の順唱ができない様子が見られている。今後も本人の言動に注意しながら様子観察を行い、適時対応していく。

ナイトケア
・八木橋　牧雄様～月曜日ナイトケア欠席したことについて確認すると、眠剤が効いていた為、眠っていたと話している。欠席する際には連絡してほしいこと、何かあった際には相談するよう伝えている。来所時の体温37.0℃、血圧110/73mmHg、酒臭は感じられず、手指振戦は軽度みられている。体調については眠気はあるが、その他の不調はないとのこと。19:40再検にて36.8℃となっており、不調の訴えなく過ごしている。

・植村　廣隆　様～久しぶりの来所となっている。仕事について、忙しくたまに長引くことがあるとのことだが、不調や困ったことはなく行えていると話している。次回の来所について確認すると予定次第とのことで、連絡して欲しいことを伝えている。ナイトケアでは、「俺本当は話すの好きなんですよね」と話しており、スタッフと笑顔で会話しながら過ごしている。

＜外来情報＞
・高柳　和子　様～弟様の体調が悪く、デイケアを休む日があったとのこと。夜間の睡眠状態、食事摂取状況はよいと表情や口調穏やかに話している。

・板橋　利美　様～額から後頭部にかけての疼痛が数日あったとのこと。「常に誰かに見られている」と感じることがあると話している。また「悪い方に向かっている感じがする」とも話している。

・本多　富美　様～体調は良いと話すが、たまに熱が高くなったり、のどが痛くなったりするとのこと。夜間の睡眠はとれ、抑うつ感もないと話している。

・大下　伸治　様～調子は良く、苛々感や抑うつ感はないと話している。ハローワークに行き職探しをしたいと話しているが、医師より入所して6ヶ月経ってから考えてはどうか伝えている。

・中村　茂　様　～最近、下半身の姿勢の保持が難しく、気持ちの面で自信を無くすと話している。日中の作業や夜間の睡眠をとることは出来ているが、朝、起きることが大変な時があるとのこと。

・倉橋　生子　様～血圧高値が続いていること、易怒性、表情の険しさがあることから、薬剤調整している。血圧は1日3検で行う様に伝えている。

・藤村　翔　様　～幻聴は「いい意味で幻聴が聴こえてくる」と話している。その影響は無いようで、落ち着いて過ごすことが出来ていると話している。

・野月　利章　様～今のところは体調は良いと話し、食事、睡眠は摂ることが出来ているとのこと。

・北村　奈美　様～体調は「めちゃめちゃです」「5月は負のスパイラルです」と話すなど悪いことが多い様子。デイケアは火曜日が好きだが、苦手な人がいる為、金曜日に変更したいと話している。

・平　京子　様　～穏やかで変わらず過ごしているとのこと。糖セットの採血を施行している。

・村上　元道　様～うみねこ幸房で他者（江刺家　陽輝様）より殴れ、耐えたが、後から仕返しをしたい気持ちが出てきたと話す。医師より抑制できた事を評価し、手は出さないよう助言している。苛々が多いとのことで、頓服薬を最高2T、3回までの服用が可となる。また、特定スタッフへの恋愛感情があり、患者様とスタッフである為、お付き合いなど難しいことを伝えている。

・高橋　将一　様～退院後、初外来となる。5/11・12と飲酒したと話しており、仕事で存在を消されたような感じを受けたとのこと。手指振戦軽度あり、当面は1週間に1回の外来受診となる。

＜勉強会＞

緊急時の対応について

・いつでも緊急時の対応が出来るように、各自マニュアルを確認することや、常に対応に注意しながら日々の業務を行なっていくこと。
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報告（詳細は添付１参照）
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対処する

スタッフからSGM（JGM）へ医師の指示、対応と
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【管理者へ報告指示受けするケース（緊急時以外）】

スタッフより準夜チーフへ報告、準夜チーフは現場確認

　　【当直医へ報告が必要なケース（緊急時）】
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を仰ぐ
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を仰ぐ
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利用者様状態変化
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について指示す

る

スタッフで対応で
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SGM（JGM）は状況確認
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無断欠席とする
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青明舎に応援要請

共に周辺捜索及び在

宅確認（人員が割け

ない場合は依頼）

訪問看護に応援要請

共に周辺捜索及び在

宅確認（人員が割け

ない場合は依頼）

保護者に現状を報告。

SGM（JGM）と連絡した部署、保護者に報告する。

青明舎登録者

訪問看護利用者

施設入所者（青山荘・青風荘）

SGM（JGM）はAOMから指示受け内容を通所スタッフに伝える。j

外来・担当医に報告する。（夜間の場合、夜勤チーフ・当直医）（通

所では夜勤チーフと関わる時間帯までいないと考えられる為、準

夜チーフに連絡）

捜索は

2

人組で行なう。

ガイアか緊急時車両を借用する。


